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1. 平成30年3月期第3四半期の連結業績（平成29年4月1日～平成29年12月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年3月期第3四半期 473,034 10.3 7,797 16.8 7,719 18.1 6,202 61.2

29年3月期第3四半期 429,013 5.4 6,678 20.6 6,534 21.5 3,846 26.0

（注）包括利益 30年3月期第3四半期　　6,847百万円 （64.9％） 29年3月期第3四半期　　4,151百万円 （66.7％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

30年3月期第3四半期 323.36 ―

29年3月期第3四半期 201.76 ―

（注）当社は、平成29年10月１日を効力発生日として、普通株式10株につき１株の割合で株式併合を実施しております。１株当たり四半期純利益は、前連結会計
年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、算定しております。

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

30年3月期第3四半期 264,704 69,028 25.8

29年3月期 259,531 63,903 24.4

（参考）自己資本 30年3月期第3四半期 68,251百万円 29年3月期 63,237百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年3月期 ― 0.00 ― 10.00 10.00

30年3月期 ― 0.00 ―

30年3月期（予想） 90.00 90.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
平成29年３月期期末配当金の内訳は普通配当　９円00銭、記念配当　１円00銭（創立75周年記念配当）です。
また、当社は、平成29年10月１日を効力発生日として、普通株式10株につき１株の割合で株式併合を実施しております。平成30年３月期（予想）の１株当たり期
末配当金については、当該株式併合の影響を考慮した金額を記載しております。株式併合を考慮しない場合の平成30年３月期（予想）の１株当たり期末配当
金は９円00銭となります。

3. 平成30年 3月期の連結業績予想（平成29年 4月 1日～平成30年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 654,600 6.0 14,200 12.5 14,000 11.4 9,500 27.2 494.99

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

当社は、平成29年10月１日を効力発生日として、普通株式10株につき１株の割合で株式併合を実施しております。平成30年３月期の連結業績予想における１株
当たり当期純利益については、当該株式併合の影響を考慮しております。株式併合を考慮しない場合の平成30年３月期の連結業績予想における１株当たり当
期純利益は49円50銭となります。



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

②①以外の会計方針の変更 ： 無

③会計上の見積りの変更 ： 無

④修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年3月期3Q 19,271,292 株 29年3月期 19,271,292 株

② 期末自己株式数 30年3月期3Q 40,770 株 29年3月期 158,945 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年3月期3Q 19,179,920 株 29年3月期3Q 19,064,241 株

（注１）当社は、平成29年10月１日を効力発生日として、普通株式10株につき１株の割合で株式併合を実施しております。期末発行済株式数、期末自己株
式数および期中平均株式数は、前連結会計年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、算定しております。

（注２）従業員持株ＥＳＯＰ信託口が保有する当社株式を、期末自己株式数に含めております（30年３月期３Ｑ ０株 29年３月期119,800株）。

また、従業員持株ＥＳＯＰ信託口が保有する当社株式を、期中平均株式数（四半期累計）の計算において控除する自己株式に含めております（30年３月期
３Q 51,671株 29年３月期３Ｑ 181,278株）。なお、平成29年10月をもって従業員持株ESOP信託は終了しております。

※四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に掲載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実
際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。なお、業績予想の前提となる条件および業績予想のご利用にあたっての注意事項等について
は、四半期決算短信［添付資料］２ページ「１．（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間のわが国経済は、雇用・所得環境の着実な改善や持続する好調な企業収益に牽引され

個人消費や設備投資が底堅く推移するとともに、海外経済の緩やかな成長を背景に輸出や生産が持ち直しの動きを

みせるなど、景気は回復基調を辿りました。先行きにつきましては、政府の経済対策や金融緩和策の継続により景

気回復は続くと推察されるものの、新興国・資源国経済の動向や米国の経済政策運営、地政学的リスクなどから、

依然として不透明な状況にあります。 

このような状況のもと、当社グループは中期経営計画「イノベーション２１」第二次計画の最終年度を迎え、

「アライアンス戦略の提携および顧客ニーズに適合した組織編成とサプライチェーンの構築によるグローバル成長

市場・地域での事業領域の拡大」「顧客価値創造のためのマーケティング力の強化と問題解決型のソリューション

ビジネスを基軸とした競争優位の事業モデルの構築」「グループ会社の資源（ヒト・モノ・カネ・情報）の一体化

によるシナジー効果と全体最適を発揮する」を事業方針に掲げ、グループの強い結束力のもと、新たな成長ステー

ジを目指した戦略実行を推し進めてまいりました。 

これらの結果、当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高は473,034百万円（前年同期比10.3％増）、営業利

益は7,797百万円（前年同期比16.8％増）、経常利益は7,719百万円（前年同期比18.1％増）、親会社株主に帰属す

る四半期純利益は6,202百万円（前年同期比61.2％増）となりました。

 

セグメントの業績は、次のとおりであります。

 なお、第１四半期連結会計期間から、報告セグメントの区分を変更しております。詳細は、「２．四半期連結 

財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項（セグメント情報等）Ⅱ ２．報告セグメン 

トの変更等に関する事項」をご覧ください。

（ＩＴインフラ流通事業） 

法人向け市場では、ＩＴ投資が概ね堅調に推移するなか、首都圏や関西圏などの都市部を中心に民間企業向

けの受注が伸長し、文教分野向けでは政府が推進するＩＣＴ化整備の動きと相俟って販売が増加しました。ま

た、主力商材であるパソコンに加えて、周辺機器やソフトウェアなども前年同期を上回る実績となり、売上・

利益ともに拡大しました。個人向け市場では、緩やかながら消費者の購買意欲改善の動きがみられ、モニタを

はじめとした周辺機器の販売が好調に推移しました。以上の結果、当事業の売上高は、411,471百万円（前年

同期比11.6％増）、営業利益は5,258百万円（前年同期比34.6％増）となりました。 

（繊維事業） 

合繊部門では、衛生材用途向け原綿や制汗・除菌関連を中心とする不織布の売上は増加しましたが、物流費

などのコストアップ要因により利益は圧迫され、レーヨン部門では、衣料用機能性原綿の販売は堅調に推移し

たものの対米向けの防炎素材は振るいませんでした。また、機能製品部門では、フィルターの拡販が進み、樹

脂加工部門では、防災関連商品は一定の受注を確保しましたが、コンテナ関連商品は苦戦を強いられました。

一方、衣料製品部門では、カジュアル製品は主要顧客向けの企画提案型販売が好調に推移し、インナー製品や

寝装品は独自素材を活用した機能性商品の受注が増加するとともに、ブランド製品は防寒商品を中心とした冬

物商材が店舗販売・通信販売ともに拡大しました。以上の結果、当事業の売上高は51,694百万円（前年同期比

2.2％増）、営業利益は2,282百万円（前年同期比6.5％減）となりました。 

（工作・自動機械事業） 

工作機械部門では、国内は堅調な航空機・鉄道分野に加え、建設機械・半導体分野の受注が好調に推移し、

海外においても米国の航空宇宙分野や中国の建設機械分野の需要が回復しましたが、売上計上時期が第４四半

期に集中するため、収益は前年同期に比べ減少しました。自動機械部門では、医薬品・食品分野を中心に幅広

い分野で受注が堅調に推移しましたが、品質対応のため計上時期がずれこみ、売上・利益ともに伸び悩みまし

た。以上の結果、当事業の売上高は6,980百万円（前年同期比9.8％減）、営業利益は174百万円(前年同期比

52.9％減)となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、現金及び預金の増加等により前連結会計年度末に比べて5,173百万円

増加し264,704百万円となりました。また、負債は、支払手形及び買掛金の増加等により前連結会計年度末に比べ

て48百万円増加し195,676百万円となり、純資産は、利益剰余金の増加等により前連結会計年度末に比べて5,124百

万円増加し69,028百万円となりました。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成30年３月期の連結業績予想につきましては、平成29年11月７日に公表しました平成30年３月期の通期の連結 

業績予想から変更をしておりません。 
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成29年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 14,450 23,225 

受取手形及び売掛金 145,601 139,464 

商品及び製品 26,852 31,191 

仕掛品 2,825 4,370 

原材料及び貯蔵品 1,746 1,753 

その他 9,982 10,042 

貸倒引当金 △354 △376 

流動資産合計 201,104 209,671 

固定資産    

有形固定資産    

土地 23,626 21,848 

その他（純額） 20,050 19,464 

有形固定資産合計 43,676 41,313 

無形固定資産    

のれん 3,139 2,065 

その他 1,844 1,087 

無形固定資産合計 4,984 3,153 

投資その他の資産    

その他 9,986 10,775 

貸倒引当金 △221 △209 

投資その他の資産合計 9,765 10,566 

固定資産合計 58,426 55,033 

資産合計 259,531 264,704 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成29年12月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 125,378 130,590 

短期借入金 20,254 21,682 

未払法人税等 2,781 340 

賞与引当金 2,706 1,323 

その他の引当金 1,394 1,271 

その他 10,717 11,873 

流動負債合計 163,233 167,080 

固定負債    

長期借入金 19,197 15,717 

製品保証引当金 75 52 

退職給付に係る負債 7,964 8,044 

その他 5,157 4,781 

固定負債合計 32,394 28,595 

負債合計 195,628 195,676 

純資産の部    

株主資本    

資本金 21,696 21,696 

資本剰余金 7,869 7,863 

利益剰余金 35,129 39,408 

自己株式 △279 △109 

株主資本合計 64,417 68,859 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 1,372 1,911 

繰延ヘッジ損益 25 11 

為替換算調整勘定 △1,938 △2,022 

退職給付に係る調整累計額 △638 △508 

その他の包括利益累計額合計 △1,179 △607 

非支配株主持分 665 776 

純資産合計 63,903 69,028 

負債純資産合計 259,531 264,704 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年12月31日) 

売上高 429,013 473,034 

売上原価 391,044 433,129 

売上総利益 37,969 39,904 

販売費及び一般管理費 31,291 32,107 

営業利益 6,678 7,797 

営業外収益    

受取利息 12 17 

受取配当金 129 110 

販売支援金 176 201 

持分法による投資利益 68 118 

その他 136 144 

営業外収益合計 523 592 

営業外費用    

支払利息 343 236 

その他 323 433 

営業外費用合計 667 670 

経常利益 6,534 7,719 

特別利益    

固定資産売却益 91 1,227 

投資有価証券売却益 160 66 

特別利益合計 252 1,294 

特別損失    

事業整理損失引当金繰入額 1,342 － 

減損損失 139 745 

その他 326 148 

特別損失合計 1,808 894 

税金等調整前四半期純利益 4,978 8,119 

法人税、住民税及び事業税 2,041 2,433 

法人税等調整額 △986 △579 

法人税等合計 1,055 1,854 

四半期純利益 3,923 6,265 

非支配株主に帰属する四半期純利益 76 63 

親会社株主に帰属する四半期純利益 3,846 6,202 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年12月31日) 

四半期純利益 3,923 6,265 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 536 547 

繰延ヘッジ損益 245 △13 

為替換算調整勘定 △623 △59 

退職給付に係る調整額 129 130 

持分法適用会社に対する持分相当額 △59 △21 

その他の包括利益合計 228 581 

四半期包括利益 4,151 6,847 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 4,108 6,774 

非支配株主に係る四半期包括利益 43 73 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

セグメント情報

Ⅰ  前第３四半期連結累計期間（自  平成28年４月１日  至  平成28年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

              （単位：百万円） 

  報告セグメント 

その他 
（注）１ 

合計 
調整額
（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）３ 

 
ＩＴイン
フラ流通
事業 

繊維事業 
工作・ 
自動機械 
事業 

計 

売上高                

外部顧客への

売上高 
368,764 50,587 7,740 427,092 1,920 429,013 － 429,013 

セグメント間
の内部売上高
又は振替高 

117 3 － 121 383 504 △504 － 

計 368,882 50,591 7,740 427,213 2,303 429,517 △504 429,013 

セグメント利益 

又は損失（△） 
3,906 2,441 369 6,716 △39 6,676 1 6,678 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ホテル業、ゴルフ場業、

不動産業、保険代理店業及びエンジニアリング業等を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額は、主にセグメント間取引消去であります。

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ  当第３四半期連結累計期間（自  平成29年４月１日  至  平成29年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

              （単位：百万円） 

  報告セグメント 

その他 
（注）１ 

合計 
調整額
（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）３ 

 
ＩＴイン
フラ流通
事業 

繊維事業 
工作・ 
自動機械 
事業 

計 

売上高                

外部顧客への

売上高 
411,471 51,694 6,980 470,145 2,888 473,034 － 473,034 

セグメント間
の内部売上高
又は振替高 

145 2 － 147 504 652 △652 － 

計 411,616 51,696 6,980 470,292 3,393 473,686 △652 473,034 

セグメント利益 5,258 2,282 174 7,715 81 7,796 1 7,797 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ホテル業、ゴルフ場業、

不動産業、保険代理店業及びエンジニアリング業等を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額は、主にセグメント間取引消去であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントの変更等に関する事項

第１四半期連結会計期間より、平成29年４月１日付の組織変更に伴い、業績管理区分の見直しを行い、従

来「その他」に含めていたゴム製品製造販売業を「繊維事業」に区分変更しております。 

なお、前第３四半期連結累計期間のセグメント情報は、変更後の報告セグメントの区分に基づき作成した

ものを開示しております。 
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